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小説家Theodore　Dreiserは現在ではアメリカの20世紀文学のpioneerとしての評価が固
まりっつある。そんな彼の処女作Sister（］arriθの出版に纏わる逸話はアメリカ文学史上
最も有名なものといっても過言ではない。またSister　Carrieは現在ではDreiserの出世作
であり、映画The　Placθ　in　the　Sunでも脚光を浴びたAn・American　77agedyよりも広く
世間に知られているだけでなく、文学研究の側面からも大いに注目を浴びている。その契
機の1つとして考えられるのがPennsylvania大学による新しいSister　Carrieの出版であ
る。いわゆるPennsylvania版と呼ばれるこの版はDreiserの原稿を忠実に専現すること
をその最大の趣旨とし、編集者もしくは、Dreiserの最初の妻であるSara　White、友人で
ありDreiserに数多くのアドヴァイスをしたと考えられるArthur　Henryによる改訂を受
け入れないというのがその最大の方針である。そのことによりDreiserの意図を最も忠実
に再現できているというのがPennsylvania版の編集者たちの主張である。このアーキタ
イプともいえるDreiserの作品の登場は我々研究者にとって非常に喜ばしいことであると
同時に多くの問題を生んだ。現在Pennsylvania版を基に流通性の高いPenguin版が作ら
れたが、一方で従来どおりの初版と呼ばれる版をNorton、　American　Library　Classic、
Signet　Classic、　Modern　Library　Classicなどが採用している。よって我々は市場で2つ
のSis　ter　Carrieを容易に手に入れることができるのである。いったいどちらが本当の
Sister　Carrieなのだろうか。
　Pennsylvania版編集者たちの主張通りPennsylvania版は元来の作品に比べ非常に長い。
加えて章の構成もPennsylvania版と初版では異なり前者が50章構成であるのに対し、後
者は47章構成である。とはいえこれは新たな章があるわけではなく初版の11、26そして
28章がPennsylvania版ではそれぞれ2つに分割されているだけであり、小説そのものを
根幹から左右するようなものではない。また再現された文章によりいわゆるFirst　Edition
と呼ばれる元来の版では不明瞭だった文と文との繋がりが明らかにされたということは間
違いない。実際に復元された文章は風景描写や社会情勢なども多いが、一方それらの中に
はCarrieが本編中で職探しをする時に受けたセクシャルハラスメントに関する記述など
も多く、Feminism等の観点から小説家Theodore　Dreiserを研究する上で非常に重要な資
料となったことは否定できない。また小説家Theodore　Dreiserの生涯を通じた特徴の1
っに登場人物の心の中に入り込んだ語り手の冗長な解説がある。このような文章は主に章
の冒頭に多く見られ、Dreiserの作品を研究する上ではこの冒頭のDreiser自身・といって
も過言ではない語り手の言葉は研究上欠かすことの出来ないものである。しかしながら初
版においてはこのあまりにもくどい語り手の前書きはおよそ5箇所において大幅に削除さ
れてしまっている。そのうちの1つPennsylvania版11章の冒頭を見てみよう。
Trite　though　it　may　seem，　it　is　well　to　remember　that　in　life，　after　all，　we　are
most　wholly　controlled　by　desire，The　things　that　appeal　to　desire　are　not　always
visible　objects．　Let　us　not　confuse　this　with　selfishness，　It　is皿ore　virtuous　than
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that，　Desire　is　the　variable　wind　which　blows　now　zephyrlike，　now　shrill，　filling
our　sails　for　some　far・off　port，　fiapping　them　idly　upon　the　high　seas　in　sunny
weather，　scudding　us　now　here，　now　there，　before　its　terrific　breath，　speeding　us
anon　to　accomplishment；as　often　rending　our　sails　and　leaving　us　battered　and
dismantled，　a　picturesque　wreck　in　some　forgotten　harbor．　Selfishness　is　the
twin・screw　motive　power　of　the　human　steamer，（97）1
この章は初版ではPennsylvania版12章と統合されている章でもあるが、更にこの部分の
冒頭までもがおよそ1ページ半にわたり削除されている。ここに引用したのはその1部で
あるが、ここではdesireやselfishnessという単語を繰り返し用い自然主義的に欲望や利
己心が人間を突き動かす原動力になっていることを説明し、そのようなものの影響力を受
ける人間は肯定的に描かれている。このPennsylvania版11章の冒頭箇所を読んだあとで
その後に続く文章、つまり初版の11章の冒頭にあたる場面を見てみると、
Carrie　was　an　apt　student　of　fortune’s　ways－－offortune’s　superficialities．　Seeing
athing，　she　would　immediately　set　to　inquiring　how　she　would　look　properly
related　to　it．　Be　it　known　that　this　is　not　fi　ne　feeling；it　is　not　wisdom．　The
greatest　minds　are　not　so　afflicted，　and　on　the　contrary　the　lowest　order　of　mind
is　not　so　disturbed．　（Pennsylvania　98）（Norton　95）
この件が突然出てきたものではなくCarrieが高尚な人間でも、下劣な人間でもなく、彼女
がいかに先に述べたような欲望や利己心に振り回される普通の人間の1人であるのかとい
うことが強調されているのだということがより鮮明に伝わってくる。そしてそれが故に彼
女の行動が非難できないものであるという自然主義的な論理がより明確に伺えるという効
果をPennsylvania版はもたらしている。
　しかしこのような差異はあるものの、Thomas　P．　RiggioやJames　W．　West皿といった
Pennsylvania版の編集者たちが言うように初版はDreiserの意図に反した不正な検閲の
産物と断じてよいのだろうか。1998年出版のPennsylvania版の前書きを書いた中心的編
集者の1人Thomas　P．　Riggioによると2つの版の物語の主要な差は主に以下の3点にあ
る。
　①Robert　Amesの役割
　作品中でCarrieに大きな影響を与えることになるエンジニアのAmesはPennsylvania
版では初版に比べ強い印象を与えるe初版での彼はCarrieにとってMentorであるが、
Pennsylvania版においては男女の関係をもほのめかす。
②Carrie、　Hurstwood、　Drouetの対話の復元
Pennsylvania版には初版にはない主要登場人物たちの“erotic　drive”を描いた対話を復
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元している。このような対話はDreiserの妻であるSaraや友人のArthur　Henryそして
Doubledayによって削除されてしまったと考えられている。
　③結末の違い
　Norton版では成功したにもかかわらず満たされないCarrieが安楽椅子に座っている様
に焦点が当てられるが、Pennsylvania版では“What’s　the　use？”と吐き捨て自殺へと向か
って行く落ちぶれたHurstwoodにより焦点が当てられている。このようなHurstwoodの
台詞は初版にはない。2
　これら3つの大きな差異をもってPennsylvania版の編集者たちはこれまでの版には決
定的な問題があるとしている。しかしこれらの差異の内2つ目に関しては、復元は確かに
行われており、そのことが確かに前後の繋がりや隠されたエピソード等を明らかにしたも
ののそれがα富θrCarrieという物語の根幹に影響を与えるというほどのものであるとは
考えにくい。最初にあげた引用の例も含め、たとえこの削除がDreiserの意図ではなかっ
たとしても、この程度の削除は長すぎる作品を書く小説化Dreiserの物語を簡略化し多く
の読者にとって読みやすくしたものであり、作品の本質を歪めてしまうような悪意のある
改訂とまではいえない。おそらく多くの同時代の作家たちも程度の差こそあれ同じような
検閲を受け改訂されていたと考えられる。
　もしSister　Carrieのストーリーを根幹から揺るがすような差があるとしたら、それは1
つ目と3つ目の差にこそあるだろう。この2つのPennsylvania版の編集者たちの主張す
る差異は基本的には1つにまとめられる。そしてそれは言い換えれば結末にあたる2つの
章の書き換えに関することだと断じることが出来るだろう。実は2つのSister　O8rガθの
最大の差はここにある。この書き換えに関してはいつ、どこで、誰のアドヴァイスによっ
て起こったのかは現在のところ不明である。明らかなのはDreiser自身が行ったというこ
と、かなり直前に行われたということ、また当時の妻であるSaraの走り書きによる何者
かのアドヴァイスが見つかっているということである。その走り書きは2つの改善点を指
摘している。
①AmesとCarrieの恋愛関係が示唆されるべきではない。
②最後の場面はHurstwoodではなくCarrieで終わるべきである。
では実際にこれらの指摘がどのように活かされているのか、この2つの章、つまり
Pennsylvania版の49、50章、そして初版の同箇所にあたる46、47章を比較してみたい。
まず終章の1つ前を比べてみると話が大きく書き換えられているのはDrouetとの再会の
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場面の後である。まずPennsylvania版49章ではCarrieがロンドンに興行に出かける前
にAmesの親戚でありCarrieの友人であるMrs．　VanceからCousin　Bob（Ames）の成功
の話題がでる。そして興行からの帰国後も再び彼女からAmesの話題が出される。
”Oh，　I　forgot　to　tell　you，　Bob’s　here，　you　know．”
”Is　that　so？鱒said　Carrie．　（Pennsylvania　479）
そしてCarrieとAmesはMrs．　Vanceの仲立ちのもと再会する。再会の夜Carrieは出か
ける前に友人のLolaに服装を褒められ“For　answer　Carrie　showed　her　white　teeth　in　a
radiant　smile．　It　did　her　good　to　be　told　so　tonight．”（479）とAmesに会うことが特別であ
るという反応を示す。これはこの章の前半でDrouetと再会した時とは全く対照的な反応
である。一方のA皿esも再会の時”It’s　you　I’m　coming　to　see．”（480）と言いあからさまに
Carrieを女性として意識している。この後AmesがCarrieに女優としての彼女の今後に
ついてアドヴァイスを送るという展開、そしてアドヴァイスの内容にはそこまで大きな変
化はない。強いて言えば初版ではAmesがBalzacに関して個別に作品名まで言及してい
るというこ』と位であろう。しかし会話中の細かな描写を見ると二人が男と女として惹かれ
あっていることが判る。
Their　eyes　had　met，　and　for　the　first　time　Ames　felt　the　shock　of　sympathy，　keen
and　strong．（483）
Carrie　fell　to　Ames，　because　he　found　her　most　congenial　of　all．（484）
”Well，”he　said，’Tn　see　more　of　you　possiblジHe　seemed　cooled　off　now，　and
once　more　reserved　and　far　away．”Yes，　I　hope　so，”she　returned　with　an　effort　at
areserve　which　she　could　not　feel，（486・487）
これらの描写はいずれも初版にはないものである。1つ目、2つ目の引用をみると二人の
目が合い、そして精神的にも結ばれつつあることが伺える。また3つ目の引用からは2人
の今後の展開をうかがうことが出来る。これらの引用を見れば、読者はCarrieが今まで
Drouet、　Hurstwoodに身を任せてきたように、この後Amesに身を任せるのであろうと
想像するであろう。
　一方初版でもAmesと再会するタイミングは同じでロンドンでの興行からの帰国後であ
る。
One　afしernoon　they　met　at　the　Vances’accidentally，　and　began　a　very　friendly
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conversation．　She　could　hardly　tell　why　the　one－time　keen　interest　in　him　was
no　Ionger　with　her，　Unquestionably，　it　was　because　at　that　time　he　had
represented　something　which　she　did　not　have；but　this　she　did　not　understand．
（Norton　354）
しかしこちらの場面では“accidentally”という言葉に象徴されるように2人の出会いの偶
然性が強調され、またCarrieがAmesに男性としてもはや強く惹かれていないことが強
調され、またその理由もCarrieは自覚できていないものの、語り手により彼女の入間的成
長にあるのだと灰めかされている。またAmesの方も
Of　course，　he　encoun亡ered　Carrie　through　Mrs．　Vance；but　there　was　nothing
responsive　between　them．　He　thought　she　was　still　united　to　Hurstwood，　until
otherwise　infbrmed，　Not　knowing　the　facts　then，　he　did　not　profess　to
understand，　and　refrained　from　comment．（353）
以前あったCarrieとHurstwoodの関係の顛末を知らない設定にされており男女の関係は
全く灰めかされない。
　次にAmesのアドヴァイスを聞いた後のCarrieの反応の細かな差を見て見たい。
Pennsylvania版では“She　was　already　the　old，　mournfu1　Carrie－the　desire　ful
Carrie，－unsatisfied（487）．”となりCarrieが昔のCarrieつまりDrouetと出会う前の悲し
みに沈み、満たされない状態に戻ったことが描かれるが、初版では“Stil1，　she　did　nothing
－grieving．　It　was　a　long　way　to　this　better　thing　一　or　seemed　so－and　comfort　was
about　her；hence　the　inactivity　and　longing（357），”とあり、行動には起こしていないもの
の、よりよいものに気づき、そこに向かっていく様が描かれている。これに加え
Pennsylvania版では最終章がHurstwoodの自殺の場面で終わるのに対し、初版では約2
ページに渡りCarrieの満たされない心の向かっていく行き先が書き加えられている。
Not　evil，　but　longing　fbr　that　which　is　better，　more　often　directs　the　steps　of　the
erring，　Not　evil，　but　goodness　more　often　aHures　the　feeling　mind　unused　to
reason，（368）
Evenhad　Hurstwood　returned　in　his　original　beauty　and　glory，　he　could　not　now
have　allured　her．　She　had　learned　that　in　his　world，　as　in　her　own　present　state，
was　not　happiness，（369）
Ames　had　pointed　out　a　farther　step，　but　on　and　on　beyond　that，　if　accomplished，
would　lie　others　fbr　her．　It　was　fbrever　to　be　the　pursuit　of　that　radiance　of
delight　which　tints　the　distant　hilltops　of　the　world，（369）
1つ目の引用では彼女の満たされない心の行き着く先が“evil”ではなく“goodness”の方向
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であることが、強調される。このような欲望っまり人間のあるがままの心の肯定は後期の
Dreiserの作品の特徴とも言えるものである。つまりこの書き足しがDreiserの意思に反
するものだったとは考えにくい。また2つ目の引用ではCarrieがもはや同じ過ちを繰り
返さず真の幸福をこれから探していくであろうことが伺える。そして3つ目の引用からは、・
その新しい道を示してくれたのがAmesであることが判る。
　このような2つの版の差を見比べてみると、細かい違いはところどころあるもののスト
ーリー上の最も重要な違いはPennsylvania版ではCarrieはAmesに惹かれ、再び己の幸
福を男性の中に見出すことにある。しかしそれでは以前DrouetやHurstwoodの中に彼女
が幸福を求めたように、それが再び幻想だったと気がつく日が来るかもしれない。それで
はCarrie自身が変わったのではなく、Carrieの男性を見てそして選ぶ価値観が変わった
だけなのである。それはPennsylvania版でAmesが述べた”Your　happiness　is　within
yourself　wholly　if　you　will　only　believe　it（482）”というAmesのCarrieへのアドヴァイス
自体に矛盾するものであり、Carrieが男性に依存して生きて行くという基本的なスタンス
は変わりない。また二人が結ばれれば、このようなAmes　q）御大層な台詞も単なるくどき
文句にしか聞こえない。一方初版のAmesの役割は一貫してCarrieという揺れる存在を
精神世界そしてよりよいものへと導いていくmentorであり、2人の関係は男女の関係を
超越したものである。そしてAmesと出会い成長したCarrieは己の幸福を精神世界に見
出し、またそれを自分自身の力で掴もうとして、これからも孤軍奮闘していくであろうと
いうことが予測できる。Pennsylvania版はCarrieが物語の入り口tg引き返した印象を与
えるのに対し、初版は更なる高見に昇っていくCarrieの印象が強いのである。この2つ
の版の最大の差異を比較すれば、Pennsylvania版は決して決定版などではなく、少なく
ともストーリーとしては初版の方が完成度は高いということができる。
　Pennsylvania版編集者たちが主張する結びの場面にしてもHurstwoodの自殺で終わる
Pennsylvania版よりも、Pennsylvania版の49章の最後のCarrieの満たされぬ心を描い
た場面を最後に持ってきた方が所謂謎のメモの指摘通りSister　Carrieというタイトルの
作品の結末として相応しいのではなかろうか。Sister　Carrieという作品はあくまでCarrie
というどこにでもいそうな極普通の少女が多くの困難を経て、本当の幸福や人生の意味を
少しずつ悟っていくとうい小説なのである。そして実際Dreiserはこの後決して長編で男
性に頼った生き方をする女性を描いたりはしなかった。次の長編の主人公Jennie
Gerhardtも己の行き方を見つけ、孤児を育てる人生を自ら決断した。また欲望3部作の
最後ではBerenice　Flemingも愛人でもあった大富豪Frank　Algernon　Cowperwoodの死
後自らの行き方を探し、彷復い、そして最後の場面は彼女が孤児院を開くところで終わる。
Dreiserが生涯を通じて描きたかったことは、　Horatio　Algerの描いたようなアメリカの夢
を実現させる単なる成功小説の女性版ではなく、苦難を経て物質的な成功を得ても満たさ
れない女性たちが悩み、もがき、それを通じて気がついていく精神の成長である。よって．
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Carrieの成長が最後の2つの章で書き加えられた初版の方がストーリーしてはDreiserの
意図に近かったと考えられる。もしこの書き換えがDreiserの意図に完全に反するものだ
ったら、以後DreiserはJennieやBereniceのような女性を描いたりはしなかっただろう。
また研究の上で忘れてはならない事実は20世紀の多くのDreiserに追従した作家たちが
読んだのもまたこの初版だったという事実である、20世紀多くの作家たちに影響を与えた
可能性があるのも初版であり、この事実は変えることができない。故にPennsylvania版
はその編集者たちが主張しているように決定版とはなりえない。無論Dreiserの処女作の
青写真としてPennsylvania版が有益なのは言うまでも・ない事実である。しかし
Pennsylvania版こそがDreiserの意図した完全版であるというのは言いすぎである。
Pennsylvania版は文献学やFeminismというDreiser研究の新しい分野を開拓してくれ
た、しかしDreiserの作品、思想を研究するならば我々は初版をその最大の根拠とすべき
であり、Pennsylvania版は初版をより深く理解するための補助的文献とするのが妥当で
ある。
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